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:状態。ご覧のように分厚い鉄板を使って強度を出し
:ています。今回はまだ試作品を仮組みしているだけ

これがこのハート ンプの取
',付
けに2要なステー、ボ

ルト、ナント等。このクルマに合わせて中村さんが新規

に製作した物も含まれています。このキットを輸入した

ときには説明書の類は二切なからたのでかなり不安

になっる のの、中村さんはすでに塗装前に仮組して

いたこともあり、どこt_f可臼隻う力解 しています。

これはフロントウィンドウ上部の左右にあるハードトン

プの固定位置。当初、カプリオレ用のロックを移植

しようとしましたが、後述する理由で却下。ベースの

音B分にナットを溶接して利 レトで固定することにしま

した:このべ=スは取り外せる構造なので、この部

品を2固用意すれ|♪ノフトトップに戻すことも可能。

これがカプリオレ用の電動のロック。ご覧のように大

き過ぎてハードトップの内狽‖こは組み込めません。こ

のハードトンプは930～993まで共用なので、964
の場合はタルガ用の手動のロックを使うように作ら

れていたようです。しかし、残念ながらタルガ用のロン

クはすでに欠品で手に入れることは出来ません。

モノはいい。吃驚するくらいクオリティ高い。

某国から輸入したハードトップの第…印象。

だがしかし、モノはいいんだがポン付けは無理。

そこで俄然、日栄自動車の職人中村が燃えた。

誰でも手軽にポン付けできるよう細部を加工。

そして出来上がつた完成品がコレだ !

こりゃもう完全にクーペ。こりゃ売れるな。
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:こちらはハードトップとフロントウィンドウが接する面の

これはハート ンプ後側のステーを取り付ける部分。ソ

フトトップ用の金具の取り付
`ナ～
レトをそのまま流用し

ます。もちろん取り付けには微調整,必要で(中村さ
んはワッシャーをスペーサーにする方法を採用してい

ました。ボディ|コ占り付けられたマスキンィアテーカこ書

かれた文字は、そのワッシャーの数を示します。

ポルシェ964カプ

３
ｍ
離
れ
て
見
れ
ば
あ
ら
不
思
議

誰
も
カ
プ
リ
オ
レ
と
は
思
う
ま
い
‥

一
部
？
　
で
凄
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ

の
空
冷
９
１
１
用
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ

の
企
画
。
よ
う
や
く
ペ
イ
ン
ト
の
作
業
が
終

了
し
、
仮
組
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
い

つ
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く
日
栄
自
動
車
さ
ん
ま

で
取
材
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

塗
り
上
が
っ
た
状
態
を
見
て
全
員
が
驚
い

た
の
は
、
そ
の
仕
上
が
り
の
美
し
さ
。
表
面

が
驚
く
ほ
ど
平
滑
で
、
写
り
込
み
の
状
態
を

見
て
も
気
に
な
る
よ
う
な
歪
み
が
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
の

場
合
、　
一
流
メ
ー
カ
ー
の
種
止
品
で
も
何
と

な
く
歪
み
が
あ
っ
て
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
し
ま
う
物
が
大
半
で
す
が
、
こ

の
製
品
の
場
合
は
ス
チ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
だ
と

い
わ
れ
て
も
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
の

高
い
質
感
で
す
。
も
ち
ろ
ん
作
業
を
お
願
い

し
た
日
栄
自
動
車
の
よ
う
な
技
術
力
が
な
け

れ
ば
こ
の
レ
ベ
ル
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
素
材
が
良
か
っ
た
こ
と
も
疑
い

の
余
地
は
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
を
見
た
古
Ｑ

編
集
長
は

「凄
い
な
、
こ
れ
じ
ゃ
３
ｍ
離
れ

れ
ば
誰
も
カ
ブ
リ
オ
レ
だ
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
ま
せ
ん
よ
」
と
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。

で
も
逆
に
、
アサ
」ま
で
き
れ
い
に
出
来
て
し

ま
う
と
、
ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
な
さ
過
ぎ
て

困
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
¨

小
澤
社
長
も

「で
も
こ
の
ク
ル
マ
、
全
然

目
立
ち
ま
せ
ん
ね
ぇ
。
イ
ベ
ン
ト
と
か
で
展

示
す
る
に
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と
外
し
た
状
態

に
で
も
し
て
お
か
な
い
と
誰
も
気
付
い
て
く

れ
な
い
か
も
。
や
っ
ば
り
色
、
変
え
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
の
か
な
つ
。」
と
の
感
想
。
ま
ぁ

贅
沢
な
悩
み
だ
と
い
う
こ
と
は
百
も
一小
知
な

ん
で
す
け
ど
ね
倉
さ
。

た
だ
し
、
取
り
付
け
に
関
し
て
は
や
は
り

一
筋
縄
で
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
付
属
の

ス
テ
ー
生
プ
を
使
用
し
て
ボ
ル
ト
オ
ン
で
取
り

付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
多
く
の
部
分
で

加
工
や
新
規
製
作
が
必
要
と
い
う
状
態
で
し

た
。
ス
ピ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
は
、
販
売

す
る
場
合
に
は
ち
ゃ
ん
と
ボ
ル
ト
オ
ン
で
取

り
付
け
が
で
き
る
コ
ン
プ
リ
ー
ト
の
キ
ッ
ト

と
し
て
販
売
し
た
い
意
向
な
の
で
、
フ
ィ
テ

ィ
ン
グ

。
キ
ッ
ト
に
関
し
て
は
今
回
の
作
業

で
製
作
し
た
パ
ー
ツ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
日
本

国
内
で
製
作
す
る
予
定
。
し
か
し
、
パ
ー
ツ

の
運
賃
だ
け
で
も
か
な
り
の
価
格
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
や
は
り
真
一本
的
に
は
取
り
付

け
に
関
し
て
は
日
栄
自
動
車
が
指
定
工
場
と

い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

今
回
は
撮
影
用
の
仮
組
で
し
た
が
、
次
同

は
走
っ
て
い
る
雄
姿
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が

で
き
る
…
と
嬉
し
い
な
ぁ
．

職人・中村のこだわり
今回の作業で中心的な役割を果たしてくだ

さったのは、以前に9965の製作でもお世話

`こ

なった中村英幸さん。今回のように面倒 (?)

な作業は中オ寸さんの担当になるようです。中村

さんと話していて感じるのは、根っからの“職人

さん安をぁとぃうこと。仕事に対するこだわ
'り

は

半端じゃありません。日栄自動車の鈴本社長

も、「うちの中村の腕は凄いでしょ。あれだけの

男はそうはいないと思いますよ。でもねぇ 仕
事に関しては全然妥協をするということをしてく

れないから、経営者としては困ったなぁと思うこ

ともあるんですけどね(笑 )Jとのこと。お客の立

場からすると頼もしくて嬉しいんですけどね。
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としうわけで、これが完成した姿です。クウォーター・ウィ

ンドウの辺
'′

はもうちようとすうきりすると思います力ヽ ほ

ぼこのままの姿で路上に復帰することになると思いま

す。ご覧の通り、まったく違和感のない素晴らしい完成

度で、街中でこれに遭遇してもカブリオレであることに

気付くような方は皆無に近いでしょう。あまりに完成度

が高すぎて、かえってィン クヾト1こ欠けているといってし

まったら言い過ぎかな? 風の吸い出し音や雨漏 |りを
含めた実際の耐候性に関しては、完成後に実際に使

いながらテストして行こうと思っています。

はし、これに召反組は完成。事前にテストしてくれて

いたので 特に問題もなくスムーズに作業が終了しま

した。最初に中村さんが言っていた通り、ここまで本

当にたうたの二日寺間しか推卜か
'り

ませんでした。走って

しまうグ ラスが落ちてしまうので(笑 )、 ガラスを抑えな

がら工場の正面に移動させることにしました。

リアクウォーター音5分のウィンドウにも純正のガラス

ミヽ 用されていました。この部分は接着ではなく、ウ

iザ=ストリップで挟み込んで装着するという構造に

なうています8今回は撮影用の仮組でテニプで留

めてあるだけなのでちょうと州則に出てしまっていま

す力ヽ 実際にはもう少曖 までピンチリと入|ります。

最後に左右のセンターピラー部分のカ レトを取り付

けます:うまり、このバ=ドドップではフ白ントウィンド

ウ、ピラー部分で4箇所tセンタービラニ部分で2箇

司ヽ ハードトップ後方で3箇所の合計9箇所でがうち

り固定することにな
',ま
す。これだけしぅかり留めれ

,よ クーペ並みの剛性感になってくれるかな?
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センターピラー前面のウィンドウ・チャネルを装着する

部分に装着する金属性のプレートは、形状がイマイ

チ合うていなからたということで 中本寸さんが実車に

合わせてカツトしコン塩 ど発 この辺りがビンタリ合うよ

うに調整するのが一番難しい作業のようです。職人

ワザの差が一番はっき,出る部分かもしれません

これはサイドウィンドウ上部に装着するラバー。隙間

が空きすぎると雨が入ったリリЮ 吸い出し音が出たり

します以逆に狭で るとウィンドウの開開に支障が生

じてしまいまれウイ助 の高さは調整できないのでベ

=スの音Б分のスペーサーでこの音6分のクリアランス

を調聾 、髄 な位置を遊 することにしました。
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リアウィンドウは最初からキットに含まれていたもの

で ク=ぺ用のリアウイン|●ウをそのまま流用してし`ま

す:マニクを確認してみたら、ちやんと純正品が使用

されて 意ヽしたも写真では熱線のリアデフォガ=が見

えますが、残念な力■らカプリオレには配線もスイッチ

もないので 刑 大では使用することは出来ません。

ウィンドウは88年までの930のような挟み込みでは

なく、964ク=ぺと同じように接着で取り付ける様に

なうていました:今回は撮影のための仮組ということ

もあり、とりあえずテ=プで留めておくことにしました。

ここをレキサンか何力ヽこ変更したら、さらなる軽量化

(とコストダウン)力河 貧ヒカもしれませス。
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ハ~ドトンプ後部のステーを取り付けたところ。輸入し

たキットでは3つ共同じ物でハ=ドトップと接する面も
′卜さいものでした:そこでちやんと卜,プの形状|こ合わ

せて角度を付け、接する面も拡大して応力の分散を

図っています。最終的な高さの調整に関しては間に

スペーサーを挟むことで文拠 することにしました。
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さて、いよいよハードトップの取り付け作業の開始で

す。ウィンドウが付いていないのでその分軽いことは

事実ですが、大人二人で十分に運べる程度の重さ

しかあ|,ません。ちなみに幻の純正オプションの“本

物1よスチール製なので 覚悟が要るくらヽ 重ヽいとのこ

と。完成したら総重量を計ってみることにしましょう。

ハードトガ 後方のステーの状態。ご覧のように詢 レ

ト留めですが、取り付け剰 レトの位置はリアウィンド

ウのウiザーストリップの下に隠れる位置にくるた

め、ボデイの外側からはまったく見えません。室内側

から見ても大半がインテリアのトリムに隠れてしまう

ことになるので、特に気になることはないでしょうo

ハードトップ前方の左右にはアンカ=ピンが出てい

ててピア のすく近くの穴に差し込まれるようにならて

いました。しかしt念のためにその位置にロシリボ
'レ

ト

を装着し、ナットでしぅか
'り

と固定する方法に改良しま

した。さす州 こ高性能車なので、走行中に外れ缶 よヽ

うに念には念を入れてよ ことにしたのです
`

そのボルトを室内側から見るとこんな感じ。この写真

ではかなり長く見えますが、これが正常な畏さ。もち

ろんこの部分にはちやんとカバーが付くのでt装着

1寺にボルトが見えてしまう心酉Eはあ|りません。ハード

ンプ装着時にはソフトトップのようなバタつきもなくな

り、より高速で走る機会も多くなることでしょうo

:―


